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市
で
は
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、
説
明
責
任
を
一
層
強
く
果
た
す

た
め
、
事
務
事
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
事
業
を
対
象
に
、
全
事
務
事
業
7
7
7
事
業
の
う
ち

15
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
外
部
評
価
を
、
ま
た
、
2
3
6
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
2
次
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
は
、
Ａ（
継
続
）、
Ｂ（
改
善〈
小
〉が
必
要
）、
Ｃ（
改
善〈
大
〉が

必
要
）、
D（
休
廃
止
を
検
討
）の
4
つ
の
区
分
で
判
定
し
、
2
次
評
価

で
は
、
Ａ
20
件
、
Ｂ
1
9
6
件
、
Ｃ
19
件
、
Ｄ
1
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
・
組
織
改
革
な
ど
に
反
映

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
☎
21

－

9
0
2
2

　

平
成
21
年

度
に
本
庁
・

総
合
支
所
で

行
っ
た
全
事

務
事
業
お
よ

び
そ
れ
を
構

成
す
る
全
業

務
を
対
象
に

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

①
1
次
評
価

　

評
価
は
、
ま
ず
、
1
次
評
価
と

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
21
年
度
事
業

し
て
担
当
部
課
自
ら
が
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

②
外
部
評
価

　

1
次
評
価
を
踏
ま
え
、
評
価
の

客
観
性
や
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
専
門
的
知
識
や
市
民
感
覚

か
ら
の
評
価（
外
部
評
価
）も
併
せ

て
行
う
こ
と
と
し
、
有
識
者
や
市

民
で
構
成
さ
れ
る
事
務
事
業
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、
15
事
業
に
つ

い
て
外
部
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

③
2
次
評
価

　

市
の
重
要
な
方
針
を
判
断
す
る

経
営
戦
略
会
議
や
政
策
調
整
部
内

に
お
い
て
、
絞
り
込
ん
だ
2
3
6

事
務
事
業
の
2
次
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

①
1
次
評
価
の
結
果

②
外
部
評
価（
事
務
事
業
評
価
委

員
会
の
評
価
）と
2
次
評
価

　

外
部
評
価
と
2
次
評
価
で
は
、

1
事
業
に
つ
い
て
評
価
が
異
な
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
事
務
事
業
評
価
委
員
会

総
括
コ
メ
ン
ト
】

　

次
に
挙
げ
た
問
題
意
識
は
、
市

の
す
べ
て
の
事
務
事
業
の
展
開
に

お
い
て
も
参
考
と
す
る
こ
と
。

①
市
民
に
共
助（
近
隣
の
住
民
が

共
に
助
け
合
う
こ
と
）を
求
め

る
べ
き
事
業
で
、
そ
の
目
的

や
趣
旨
が
浸
透
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
共

助
を
求
め
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の

進
ち
ょ
く
状
況

を
積
極
的
に
把

握
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
く
事
業

で
あ
っ
て
も
、
他
地
域
と
の
均

衡
、
他
業
者
と
の
公
平
性
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
、
十
分
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
隔
た

り
が
生
じ
て
い
な
い
か
。
事
業

効
果
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
な

効
果
測
定
も
必
要
で
は
な
い
か
。

③
真
に
市
が
実
施
す
べ
き
事
業
な

の
か
、
民
間
で
の
代
替
が
可
能

か
ど
う
か
、
検
証
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

④
特
定
の
市
民
な
ど
が
受
益
者
と

な
る
事
業
は
、
そ
の
あ
り
方
を

再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
事
業
の
効
果
が
十
分
に
発
現
さ

れ
る
よ
う
、
広
報
に
工
夫
を
重

ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑥
事
業
お
よ
び
組
織
が
形
骸
化
し

て
い
な
い
か
。
少
し
の
工
夫
・

改
善
で
、
よ
り
効
率
的
に
展
開

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

⑦
単
に
コ
ス
ト
削
減
だ
け
を
目
指

し
た
業
務
委
託
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
・
権
限
・
責
任
を

確
認
し
な
が
ら
、
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
か
。

⑧
新
規
や
戦
略
的
な
事
業
だ
か
ら

こ
そ
、
対
象
者
や
開
催
場
所
の

妥
当
性
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
適
正
に

か
つ
客
観
的
に
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

③
2
次
評
価
の
結
果

※（　

）内
は
2
次
評
価
対
象
事
業

の
1
次
評
価
結
果

　

評
価
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ

た
改
善
方
針（
継
続
・
改
善
・
廃

止
）に
沿
っ
て
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
予

算
編
成
・
組
織
改
革
な
ど
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

1　

評
価
の
経
過

2　

評
価
の
結
果

3　

評
価
後
の
展
開

　

個
々
の
事
務
事
業
の
評
価
結
果

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。ま
た
、政
策
調
整
課（
東
庁

舎
別
館
3
階
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

事
務
事
業
数　

7
7
7
事
業

A（
継
続
）

3
2
5
事
業

B（
改
善
小
）

4
1
8
事
業

C（
改
善
大
）

25
事
業

D（
休
廃
止
）

9
事
業

A（
継
続
）

20
事
業（
56
）

B（
改
善
小
）

1
9
6
事
業

（
1
6
7
）

C（
改
善
大
）

19
事
業（
12
）

D（
休
廃
止
）

1
事
業（
1
）

外
部
評
価

2
次
評
価

A

2
事
業

2
事
業

B

9
事
業

9
事
業

C

3
事
業

4
事
業

D

1
事
業

0
事
業
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地方債（借入金）　　　　59,034円
その他国県からの収入　19,504円

国県支出金　　　　　　97,658円

地方交付税　　　　　 202,917円

使用料その他市の独自収入
　53,818円

基金等からの繰入　 　  15,792円

市税　　　　　  　　  115,454円

公債費（借入金返済）
90,187円

その他の経費  40,662円
商工費　　　  17,365円

教育費　  　　53,700円

土木費　　　  70,886円

衛生費　  　　76,467円

総務費　　　  98,594円

民生費（社会保障関係）       
                  103,517円

　

平
成
21
年
度
決
算
は
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
、企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
で
、歳
入
7
4
3
億
2
、2
5
0
万
円
、歳
出

7
2
1
億
9
、8
4
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
の
す
べ
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債（
借
入
金
）残
高
は
、

1
、4
3
4
億
3
、1
3
1
万
円（
対
前
年
28
億
1
、6
5
9
万
円
の
減
）

と
な
り
、市
民
1
人
当
た
り
約
1
6
1
万
8
千
円（
対
前
年
2
万
円
の

減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。　　
　

  

《
問
合
せ
》財
政
課
☎
21-

9
0
1
4

＜会計別決算額一覧＞

平
成
21
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
の
決
算

公
営
企
業
会
計
の
決
算

※平成22年3月31日の住民基本台帳人口（88,641人）に基づき
計算しています。

歳入 564,177円 歳出 551,378円

市民1人当たりの決算（一般会計）


